
避難マニュアル（主催者用）

事前確認事項

１　別添の図を参考に、消火器・消火栓・非常口・出入り口・ＡＥＤの

　　実際の場所を確認してください。

２　ホール内、楽屋等からの適切な避難経路を確認してください。

３　消火栓の使い方（一人で操作できます）

　　扉を開く　→　元栓をひらく　→　ホースをのばす（全部のばさなくても大丈夫です）　

　　→　火元にホースをむける　→　ホース先端のコックを開く

４　消火器の使い方

　　火元近くに運ぶ　→　安全ピンをぬく　→　火元にホースをむける　→　レバーを握る

５　非常口　　

　　薄い半透明のプラスチックカバーを壊し、鍵をあける

６　事務室内線　１０７　警備内線　１０９　市民会館電話番号　０１７２－３２－３３７４

７　舞台勤務員の指示に従って下さい

火　事

１　初期消火（消せないとおもったら避難します）

　　通報（大きな声で周りの人・舞台スタッフにお知らせします）

　（１１９番通報します）「弘前市民会館　弘前市下白銀町１－６　０１７２－３２－３３７４

　　ホール棟　　○○○で火事です」

２　スタッフは各出入口（非常口含む）を開放します

　　お客様に火災の発生をお知らせします

３　お客様を避難させます

　　「指示にしたがってください」

　　「おちついて、避難して下さい」

　　「足元に注意して下さい」

　　「あわてないで、避難して下さい」

　　「エレベーターは使わないでください」（楽屋）

　　「頭をひくく、ハンカチ等を鼻・口にあてて煙を吸い込まないようにしてください」

４　残留者の確認、負傷者の確認をします

地　震

１　お客様の身を守るように指示します

　　「カバン等で頭を覆い、椅子の間に姿勢を低くしてください」

２　スタッフは各出入り口（非常口を含む）を開放します。

　　※ゆがみにより開放出来ないドアには誘導しないようにします

３　お客様を避難させます

　　「指示にしたがって下さい」

　　「おちついて、避難して下さい」

　　「足元に注意して下さい」

　　「あわてないで、避難して下さい」

４　残留者の確認、負傷者の確認をします

５　負傷者の程度により、救急車を要請します


